
 

 

今年度で３年目を迎えた蒲西学区文化祭。保護者の皆様をはじめ、地域の多く方々にご参観いただ

き、大いに楽しんでいただくことができました。大成功！！ 

学習発表では、音楽や劇、視聴覚機器の活用、クイズなど学年ごとに工夫をこらし、学習の成果を発

表しました。どの学年も学習した成果がよく伝わったと思います。発表した学習でお世話になった地域

の「おたからさん」も観に来ていただいていました。嬉しいことですね。地域の方からも「いろんなこ

とを勉強しているんですね」「とても勉強になりました」「こういう形の発表もいいですね」と多くの声

をかけていただきました。また今回は、オペレッタ「ひじり山のお皿様」を４年ぶりに演じました。全

校児童で創り上げた R5 年度版「お皿様」に心が震えました。当日参加できなかった人も心は一つ。き

っと全員の心に深く残ったことでしょう。「すばらしかったです。感動しました」「涙が出てきました」

と、話してくださった地域の方もありました。これからも蒲西小の「宝物」として、大切に継承してい

ってほしいと願います。地域文化活動交流では、ご出演いただいた山本地区チャラボコ保存会の皆様、

大正琴教室の皆様に深く感謝いたします。会場には、公民館とコラボした活動や地域とつながる学びの

様子が分かるものを掲示し、ご来場の皆様にご覧いただきました。 

このような行事や活動ができるのも蒲西小ならでは。公民館との深い連携があればこそです。本当に

ありがたいことです。蒲西小は地域と共にあり、子どもたちは地域と深く関わりながら育っています。

今年度より始まった「地域学校協働活動推進室」の様子も、この場をお借りしてご紹介しました。 

この蒲西学区文化祭が、今後もますます進化しながら、地域に根付くすばらしい行事となっていくよ

う、さらに連携して取り組んでまいります。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

工夫をこらした学習発表  

                             『われら』の『わ』は『３わ』 

                             和・話・輪 
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hijirikko 

１・２年 「アル・アイ・カワ・リン」 

ハッピータイム！！ 

 「アル・アイ・カワ・リン」ってなあに？アルゴリズム行

進・アイアイ（合奏）・川はだれのもの（合唱）・リングひこ

うき（生活科の学習）のことなんだね。元気いっぱい！笑

顔いっぱいに頑張りました。遠くに飛ぶリングひこうきに

会場から歓声があがりました。プレゼント作戦もステキ! 

５年 「蒲西 NEWS13 

 ～５年生の学びってなあに？～」 

キリマンジャロ（合奏）、手話クイズ

（福祉）、ありがとうの花（手話の合唱）、

自動車工場クイズ（社会）、みかん栽培

と販売のＰＲと、たいへん盛りだくさんの

５年生の学習を 13人のニュース形式で

発表しました。さすがチーム５年生！ 



 

 

 

 

 

 
 
 

地域文化活動の発表  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大きなのっぽの古時計 

おじいさんの時計～♪ 

百年休まずにチクタク

チクタク♪ 

おじいさんと一緒に 

チクタクチクタク♪ 

３年 「気をつけよう  

バイパス工事と学区の交通」 

バイパス工事見学に行った時の学びや、自

分たちで調べたりアンケートをとったりした学

区の交通事情について、クイズを取り入れて

発表しました。他の学年や会場の皆さんも頭

をひねり、とてもよい勉強になりました。 

いつも大変お世話になっている交通指導員

の近藤さんも発表を見守ってくださいました。 

４年 劇「われら、ミニミニ 

自主防災隊」 

 自主防災会や市役所危機管理課

の方々と一緒に学んだことを、分かり

やすい劇にして発表しました。「自分

の命は自分で守る！自分たちの地

域は地域で守る！」と、みんなに呼

びかけました。皆さんに配付してくれ

た「防災チラシ」も、嬉しいアイデア。 ６年 「知ってほしいな 上ノ郷の歴史」 

 今までの６年生がやっていないことをやりたい！学校と

上ノ郷城跡周辺で、ロケを敢行。どっぷり浸って探究した

上ノ郷の歴史について、クイズを交えて魅力たっぷりに映

像化。少人数をカバーした斬新な発表に脱帽。最高！！ 

下学年のみんなや地域の皆様にも、魅力が伝わったで

しょうか。11/14（火）には、蒲北小の６年生を観光ツアー

にご招待します。大変お世話になった市博物館学芸員の

松田さんも感心しながら、発表を見守ってくださいました。 

全校ｵﾍﾟﾚｯﾀ 「ひじり山のお皿様」 

山本地区チャラボコ保存会の演奏では、

チャラボコの由来や地域ごとの演奏の違い

がよくわかりました。また、地域とかかわる子

どもたちの新たな一面もみられました。 

大正琴の演奏では「上を向いて歩こう」

「サライ」など３曲を披露。独特な音色に聞き

入りました。「大きな古時計」が演奏されると

子どもたちも一緒に歌い出し、会場が和やか

な雰囲気に包まれました。 


